
様式第7号 (第5条関係 ) 

生活環境及び景観保全に関する計画書 

 

○○年○○月○○日  

瑞浪市長 ○○ ○○ 様  

 

事業者 住所 ○○県○○市○○町○○番地  

        株式会社 ○○○○ 

氏名   代表取締役 ○○ ○○ 印 

電話番号 ( ○○○○－○○－○○○○ ) 

 

事業

名称 
○○○○太陽光発電所 

事業

区域 

所在地 瑞浪市 ○○町○○ ○○番地○○ 他○○筆 

面積等 ○○○○㎡ 

生
活
環
境
に
関
す
る
計
画 

事業区域に隣接する土

地の民家等の有無 

□有 (  ○ 箇所 ) □無 

上欄が有の場合、民家

等の位置図 
別紙による 

隣地境界から機器まで

の距離 

距離（ ○○ｍ ） 

年間を通じての発電設

備が隣地等に及ぼす影

響の確認及び低減する

ための対策 

（例：太陽電池モジュ

ールの反射光など） 

□周辺環境に影響がある 

□周辺環境への影響は極めて小さい 

□周辺環境に影響がない 

・上記の根拠 

 隣接する民家に対する反射光や強風によるパネル 

 の飛散等が考えられる。 

  

・周辺環境への影響を回避・低減することを目的と

して検討した対策等の内容 

 民家から直接太陽光パネルが見えないように植栽 

 をする。 

 太陽光パネルの基礎を強固なものとする。 

✔  

✔  

対策の検討が必要と考えられる箇所を

記入ください。  



隣地から直接見えない

よう植栽等の目隠しを

設置する具体的な方法 

民家との隣地境界には植樹して直接太陽光パネルが

見えないように配慮する。また、高さや離隔に関し

ては対象者と協議して調整する。 

騒 音 が 発 生 す る 機 器

が、隣接する民家等に

影響を及ぼさないため

の対策 

機器を民家からできるだけ離して設置し、騒音によ

る影響を及ぼさないように配慮する。 

機器を防音壁で囲い、騒音による影響を及ぼさない

ように配慮する。 

施工時の重機の使用及

び大型車の通行による

騒音、砂・埃の飛散等

の防止対策 

重機の使用及び大型車の通行は、午前 9 時から午後

4 時 30 分までとします。現場から県道○○線までの

市道△△線を通行する際は徐行します。定期的に巡

回し清掃･散水を行い、砂･埃の飛散を防止します。 

施工時の作業日及び作

業時間の計画 

作業日時は日曜日を除く午前 8 時から午後 5 時まで

とし、悪天候時は作業を中止します。 

施設の維持管理におけ

る除草剤の使用の有無 
□除草剤は使用しない 

景
観
保
全
に
関
す
る
計
画 

国道、県道、市道及び

農道に隣接する場合、

道路敷地境界から機器

までの距離 

市道○○線とフェンスとの離隔は○ｍ以上としま

す。 

フェンスと機器との離隔は○ｍ以上とします。 

事業区域が瑞浪市景観

条例で指定する景観計

画重点区域からの視認

の可否及び視認できる

場合の眺望及び景観の

変化 

・視認の可否  □可 ・□否 

・視認できる場合の景観への影響 

□景観に影響がある 

□景観への影響は極めて小さい 

□景観に影響がない 

・上記の根拠 

  

  

  

・眺望及び景観への影響を回避・低減することを目

的として検討した対策等の内容 

  

  

  

✔  



太陽電池モジュールの

色彩 
 黒 

太陽電池モジュールの

反射光対策、模様等 

□低反射であるもの 

□文字、絵、図が描かれていないもの 

・太陽電池モジュールの型式  

( ○○－××××○－△△     ) 

フレームや架台、パワ

ーコンディショナー、

配電盤、フェンス等の

色彩 

フレーム・架台 ( グレーの塗装   ) 

パワーコンディショナー ( シルバー   ) 

配電盤 ( アイボリー ) 

フェンス (  緑色   ) 

その他 (          ) 

設備周辺の緑化計画又

は土砂流出防止対策等 

□緑化 (フェンスの内側に目隠しを兼ねた植栽をす

る。 ) 

□砕石敷 

□その他 (排水計画は土地開発条例の指導による ) 

法面に関する緑化計画 場内の法面は種子吹付により保護する。 

備考  

1 事業区域に隣接する土地に複数の建築物がある場合、管理者が同一であるときは 1

箇所として構わない。  

✔  

✔  

✔  

✔  

✔  


